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1. 平成29年3月期第1四半期の連結業績（平成28年4月1日～平成28年6月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

29年3月期第1四半期 15,236 4.1 △210 ― △275 ― △285 ―
28年3月期第1四半期 14,629 30.6 △737 ― △784 ― △601 ―

（注）包括利益 29年3月期第1四半期 △428百万円 （―％） 28年3月期第1四半期 △527百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

29年3月期第1四半期 △4.96 ―
28年3月期第1四半期 △10.44 ―

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

29年3月期第1四半期 89,984 45,851 50.8
28年3月期 94,795 46,567 49.0
（参考）自己資本 29年3月期第1四半期 45,740百万円 28年3月期 46,461百万円

2. 配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無 

 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

28年3月期 ― 4.00 ― 5.00 9.00
29年3月期 ―
29年3月期（予想） 5.00 ― 5.00 10.00

3. 平成29年 3月期の連結業績予想（平成28年 4月 1日～平成29年 3月31日）  
（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無  

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 32,000 △4.4 △350 ― △400 ― △335 ― △5.82
通期 79,000 0.4 3,000 △24.0 2,900 △25.1 1,950 △21.6 33.87



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無 

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有 
（注）詳細は、添付資料４ページ「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 （２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用」をご覧ください。 

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（注）詳細は、添付資料４ページ「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 （３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示」をご覧ください。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四
半期財務諸表のレビュー手続は終了していません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その達
成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び
業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料３ページ「連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。 

※ 注記事項

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有
② ①以外の会計方針の変更 ： 無
③ 会計上の見積りの変更 ： 無
④ 修正再表示 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 29年3月期1Q 57,949,627 株 28年3月期 57,949,627 株
② 期末自己株式数 29年3月期1Q 368,953 株 28年3月期 368,064 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 29年3月期1Q 57,580,896 株 28年3月期1Q 57,589,124 株
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、企業収益や雇用・所得環境の改善傾向が持続したものの、円

高の進行や海外景気の減速を受けた輸出の伸び悩みや個人消費の低迷を受けて企業の生産活動が一進一退するなど、

足踏み状態が続きました。また、世界経済においては、中国をはじめとするアジア新興国の減速の流れに一服感が

みられるものの、英国のＥＵ離脱決定に伴う為替・株式市場の混乱など先行き不透明な状況で推移しました。

当社グループを取り巻く事業環境は、電子産業分野では中国で設備投資の拡大が続くものの国内では横ばい状態

にあり、産業全般でも維持・更新に係る投資が中心となっており、増設等の能力増強に係る大型投資の動きは勢い

を欠いています。

このような状況の下、当社グループは、変化の激しい事業環境に適切に対応し常に３年先を見通した事業運営を

継続するため、平成28年４月からスタートさせた中期経営計画においては終了年度を固定せず毎年更新するローリ

ング方式を採用しています。本中期経営計画では、「主要アジア経済圏において、産業が求める品質の水を、最も

合理的なコストで、最もタイムリーに提供できる、収益力あるエンジニアリング会社」を中期経営ビジョンと定め、

安定した収益基盤構築に向けて、技術力、収益性、実績、市場シェア等において当社グループが強みを有する「電

力」「電子」産業分野及び「機能商品事業」の更なる強化を中心とした戦略と施策の立案を進め、取り組んでおり

ます。

この結果、当第１四半期連結累計期間は受注高19,042百万円（前年同期比12.0％減）、売上高15,236百万円（同

4.1％増）、営業損失210百万円（前年同期は営業損失737百万円）、経常損失275百万円（前年同期は経常損失784百

万円）、親会社株主に帰属する四半期純損失285百万円（前年同期は親会社株主に帰属する四半期純損失601百万

円）となりました。

セグメント別の業績は次のとおりであります。

[水処理エンジニアリング事業]

当事業の受注高につきましては、国内では一般産業向けのプラントが好調だったものの、電子産業分野や公共イ

ンフラ分野で大型案件があった前年同期を下回った影響などにより減少したのに対し、海外では台湾の電子産業向

けプラントが好調に推移したことなどにより増加しました。この結果、受注高は14,984百万円（前年同期比15.8％

減）となりました。

売上高につきましては、国内では一般産業向けのメンテナンス、改造工事が伸長したことなどにより増加したの

に対し、海外では東南アジア地域で順調に進捗したものの中国や台湾で前年同期を下回った影響などにより減少し

ました。この結果、売上高は11,242百万円（前年同期比3.9％増）となりました。

利益面につきましては、国内外でメンテナンス、改造工事が好調だった影響などにより、営業損失536百万円（前

年同期は営業損失968百万円）と大きく改善しました。

[機能商品事業]

当事業におきましては、標準型水処理機器が堅調に推移し、前期に販売を開始した新規水処理薬品が伸長したこ

となどから、受注高4,057百万円（前年同期比5.2％増）、売上高3,994百万円（同4.7％増）と増加しました。利益

面につきましては、売上高の伸長により営業利益325百万円（同40.5％増）と大幅に増加しました。
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（２）財政状態に関する説明

（資産）

当第１四半期連結会計期間末における資産の残高は、前連結会計年度末に比べ4,811百万円減少し、89,984百万円

となりました。これは主に仕掛品を中心としたたな卸資産2,846百万円の増加に対し、受取手形及び売掛金6,541百

万円の減少によるものであります。

（負債）

当第１四半期連結会計期間末における負債の残高は、前連結会計年度末に比べ4,094百万円減少し、44,133百万円

となりました。これは主に支払手形及び買掛金3,070百万円の減少によるものであります。

（純資産）

当第１四半期連結会計期間末における純資産の残高は、前連結会計年度末に比べ716百万円減少し、45,851百万円

となりました。これは主に配当金の支払及び親会社株主に帰属する四半期純損失の計上に伴う利益剰余金573百万円

の減少によるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

平成28年５月11日に公表いたしました第２四半期連結累計期間及び通期の業績予想は変更しておりません。
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２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

　 該当事項はありません。

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

　 （税金費用の計算）

　 税金費用については、「四半期財務諸表に関する会計基準の適用指針」第19項の規定により、「中間財務諸表等

　 における税効果会計に関する実務指針」第12項（法定実効税率を使用する方法）に準じて計算しております。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

(会計方針の変更)

当社及び国内連結子会社は、法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する

実務上の取扱い」（実務対応報告第32号 平成28年６月17日）を当第１四半期連結会計期間に適用し、平成28年４

月１日以後に取得した建物附属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

なお、これによる当第１四半期連結累計期間の損益に与える影響は軽微であります。

（４）追加情報

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号 平成28年３月28日）を当第１

四半期連結会計期間から適用しております。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成28年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 7,207 6,049

受取手形及び売掛金 36,957 30,415

リース投資資産 14,415 14,078

商品及び製品 4,115 4,287

仕掛品 4,152 6,832

原材料及び貯蔵品 1,269 1,263

繰延税金資産 676 811

その他 1,810 2,113

貸倒引当金 △195 △228

流動資産合計 70,409 65,623

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 17,711 17,718

減価償却累計額 △11,575 △11,661

建物及び構築物（純額） 6,136 6,056

機械装置及び運搬具 5,343 5,353

減価償却累計額 △4,640 △4,675

機械装置及び運搬具（純額） 702 677

土地 12,561 12,560

建設仮勘定 45 57

その他 4,501 4,515

減価償却累計額 △3,900 △3,927

その他（純額） 601 588

有形固定資産合計 20,048 19,939

無形固定資産 667 783

投資その他の資産

投資有価証券 1,465 1,420

繰延税金資産 1,894 1,893

その他 360 372

貸倒引当金 △49 △48

投資その他の資産合計 3,670 3,638

固定資産合計 24,386 24,361

資産合計 94,795 89,984
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成28年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 18,406 15,336

短期借入金 13,610 13,741

未払法人税等 784 236

前受金 1,444 1,782

賞与引当金 941 359

製品保証引当金 198 208

工事損失引当金 319 136

その他 2,297 2,362

流動負債合計 38,002 34,163

固定負債

長期借入金 3,801 3,601

繰延税金負債 10 10

退職給付に係る負債 6,327 6,271

その他 85 85

固定負債合計 10,225 9,969

負債合計 48,227 44,133

純資産の部

株主資本

資本金 8,225 8,225

資本剰余金 7,508 7,508

利益剰余金 31,868 31,294

自己株式 △338 △338

株主資本合計 47,263 46,689

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 188 146

繰延ヘッジ損益 △12 △8

為替換算調整勘定 9 △142

退職給付に係る調整累計額 △986 △944

その他の包括利益累計額合計 △801 △949

非支配株主持分 106 111

純資産合計 46,567 45,851

負債純資産合計 94,795 89,984
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年６月30日)

売上高 14,629 15,236

売上原価 12,026 12,011

売上総利益 2,603 3,225

販売費及び一般管理費 3,340 3,435

営業損失（△） △737 △210

営業外収益

受取利息 3 1

受取配当金 11 10

持分法による投資利益 - 11

その他 7 9

営業外収益合計 22 33

営業外費用

支払利息 22 20

持分法による投資損失 19 -

為替差損 23 34

貸倒引当金繰入額 0 40

その他 4 2

営業外費用合計 69 98

経常損失（△） △784 △275

特別利益

固定資産売却益 - 0

特別利益合計 - 0

特別損失

固定資産売却損 - 0

固定資産廃棄損 2 1

施設利用権評価損 2 -

特別損失合計 4 1

税金等調整前四半期純損失（△） △788 △277

法人税等 △203 △0

四半期純損失（△） △585 △276

非支配株主に帰属する四半期純利益 16 9

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △601 △285
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四半期連結包括利益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年６月30日)

四半期純損失（△） △585 △276

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 63 △40

繰延ヘッジ損益 0 3

為替換算調整勘定 △33 △155

退職給付に係る調整額 24 41

持分法適用会社に対する持分相当額 1 △1

その他の包括利益合計 57 △151

四半期包括利益 △527 △428

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △538 △433

非支配株主に係る四半期包括利益 10 5
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　 該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　 該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

報告セグメント 四半期連結
損益計算書
計上額

(注)

水処理エンジ
ニアリング

事業

機能商品
事業

計

売上高

外部顧客への売上高 10,815 3,814 14,629 14,629

セグメント間の内部売上高又は振替高 ― ― ― ―

計 10,815 3,814 14,629 14,629

セグメント利益又は損失（△） △968 231 △737 △737

（注）セグメント利益又は損失は、営業利益又は営業損失ベースの数値であり、四半期連結損益計算書の営業損失

との間に差異はありません。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する事項

（のれんの金額の重要な変動）

当第１四半期連結累計期間より、「水処理エンジニアリング事業」において、PTラウタン・オルガノ・ウォー

ターは重要性が増したため連結の範囲に含めております。

なお、当該事象によるのれんの増加額は、98百万円であります。

　

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

報告セグメント 四半期連結
損益計算書
計上額

(注)

水処理エンジ
ニアリング

事業

機能商品
事業

計

売上高

外部顧客への売上高 11,242 3,994 15,236 15,236

セグメント間の内部売上高又は振替高 ― ― ― ―

計 11,242 3,994 15,236 15,236

セグメント利益又は損失（△） △536 325 △210 △210

（注）セグメント利益又は損失は、営業利益又は営業損失ベースの数値であり、四半期連結損益計算書の営業損失

との間に差異はありません。
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